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平成 21年３月期の有価証券評価損および売却損に関するお知らせ 

 

 

当社が保有する投資有価証券について、下記の通り、評価損および売却損を計上すること

となりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成 21年３月期の有価証券評価損 

  「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復が

あると認められないものについて、平成 21年３月期において減損処理による有価証券評価

損を特別損失として計上する予定です。 

(Ａ)平成 21年３月期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の

有価証券評価損の総額 
4,370百万円 

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
※当社の決算期末は、３月 31日です。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

(Ｂ)平成 20年３月期末の純資産額   14,685百万円 

 （Ａ／Ｂ×１００） 29.8％ 

(Ｃ) 平成 20年３月期の経常利益額 3,473百万円 

 （Ａ／Ｃ×１００） 125.8％ 

(Ｄ) 平成 20年３月期の当期純利益額 1,203百万円 

 （Ａ／Ｄ×１００） 363.3％ 

 

２．平成 21年３月期の有価証券売却損 

  当社保有の投資有価証券の一部を売却したことに伴い、投資有価証券売却損 4,142百万円

を特別損失として計上する予定です。これは、当社保有のラディアホールディングス全株式

を処分信託設定しており（平成 20年 11月６日に公表した「投資有価証券の処分信託設定に

関するお知らせ」をご参照下さい）その一部を売却したことが主因であります。 

 

３．今後の見通し 

平成 21年３月期通期業績予想につきましては、上記の投資有価証券評価損および売却損を

織り込み済みですが、修正が必要と判断される場合には、適宜公表いたします。 

以 上

 


